











































































































































































































































































































































回樋算） 開催日 演題名 演者
司会：黒部　恭啓（整形外科）　　小熊佐智子（5東NS）
1　変形性膝関節症に対する人工膝関節置換術 目良浩一（整形外科）
1 平成20年 2　人工膝関節置換術後のリハビリ 田附　　満iリハビリテーシ・ン科）
（67） 5月26日 3　人工膝関節置換術の患者への看護 森内千鶴（5東NS）
4　DPCデータの分析と評価の活用について一変形性膝三上優子（医事課）
関節症一
司会：日下　卓右（小児科）　　　南出　弘美（4東NS）
2（68）
7月30日
1　河崎病は一生涯の病気です
Q　川崎病患児の看護
R　川崎病における服薬指導
東舘義仁（小児科）
專№艪ｩり（4東NS）
髢ﾘ聖奈子（薬剤部）
4　DPCデータの分析と評価の活用について一川崎病一木田　勝也（医事課）
司会：三橋　公美（泌尿器科）　　高橋　栄子（5西NS）
1　腎癌の治療について 松田　博幸（泌尿器科）
3（69）
！0月6日 2　腎臓癌の看護R　腎癌の薬物治療について
久保千尋（5西NS）
髢ﾘ智子（薬剤部）
4　腎癌についてのDPCの現状とEVEによるパスの分根上幸枝（医事課）
析
司会：高木　　覚（循環器科）　　原田　知美（4西NS）
1　冠動脈疾患の診断と治療 千葉　　雄（循環器科）
4（70）
12月10日
2　DPC導入前後における看護の比較（冠動脈造影を受
@　ける患者）
R　冠動脈疾患治療に用いられる薬剤と薬剤師の関わり
荒井里絵（4西NS）
蜻ｺ将太（薬剤部）
4　狭心症におけるDPCの現状とEVEによるパスの分根上幸枝（医事課）
析
◎委員長：大西　勝憲　　○副委員長　高橋久美子
●委　員：松岡　伸一　高橋　秀史　塩谷　　勉
　　　　　小泉由貴美　佐々木まり子　村上　牧子
　　　　　齊藤　淳己　山下　幸夫　篠原　澄子
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3東ナースステーション
　平成20年度3階東ナースステーションは、4月か
ら呼吸器科がなくなり、腎臓内科とあわせて総合診
療科の病床を担当しました。このため、どの診療科
の即入院にも対応できるように、フィジカルアセス
メントの技術や緊急対応の技術の向上を目指し学習
を行いました。また、10月からは総合診療科から耳
鼻科の病床の担当に変更となり、耳鼻科の処置室の
準備や耳鼻科疾患患者の看護に関する学習やトレー
ニングを行いました。
　新たな知識の獲得や、基本の再確認など、医師や
コメディカルとも協力し、つねに患者様を中心に医
療が提供できる場を目指して前向きに努力できたと
思っています。しかし、稼働率はなかなか上がらず、
病棟の閉鎖になり、スタッフ全員、残念な気持ちで
いっぱいでした。でも、それぞれが自身のキャリア
アップの良い機会ととらえ、それぞれの部署に異動
することができ、今では生き生きと各部署で活動し
ています。
　3階東での活動にご協力いただきました関係部署
の方々へあつくお礼申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　（文責：本山　博恵）
　平成20年度は激動の1年間であり、2度にわたる
病棟編成を経て、9月から現在の50床というベッド
数になりました。
　当病棟は消化器科が主となり平成20年度の平均稼
働率は79％、消化器科疾患、主に食道・胃・大腸・
肝臓・胆嚢・膵臓、の疾患の患者様が多く、内視鏡
的治療（内視鏡的逆行性膵胆管造影・内視鏡的経鼻
胆管ドレナージ・胃、大腸腫瘍の内視鏡的切除）や
外科での手術前の検査入院の患者様が多い状況です。
最近は他の医療施設からの依頼を受け小腸鏡検査も
多く行っています。
　また、終末期の患者様に対し、緩和医療チームと
連携し、痺痛コントロール、終末期療養生活への支
援や外泊の調整を行うことができました。
　元気あふれる医師3名のもと、看護職24名はプラ
イマリーナースとして患者様の思いを大切にし、看
護を提供できるよう努力していますが、来年度はそ
の役割を更に強化し患者様に満足していただけるよ
うにしたいと考えています。
　　　　　　　　　　　　　（文責：曲木　光子）
4西ナースステーション
3西ナースステーション
　3西病棟の平成20年度は4月に産科が再開され、
その月の14日には再開第1号のベビーちゃんが誕生
しました。9月には小児科が、平成21年3月には耳
鼻咽喉科が合流し、順調に平成21年度に引き継がで
きました。今後とも皆様よろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　（文責：的場由紀子）
4東ナースステーション
　4階東病棟は消化器科・総合診療科の混合病棟で
す。
　循環器科・リウマチ科の内科病棟です。緊急搬送
される患者様、病状が悪化しADLの低下された患
者様などのケアで、急性期から慢性期を経て自宅ま
たは他施設への転院するまで、幅広く関わらせてい
ただきました。看護問題を早期に抽出して患者様・
ご家族が安心・安全に入院生活を送れるよう、意向
を取り入れた看護を提供しました。
　スタッフの平均年齢は26才と若いことから技術、
知識、豊かな人間性を看護師一人一人が備え、看護
力のアップを図ることを目標に研究・研修に参画し
ました。院内研修ほぼ全員が参加、院外研修11名
学会発表2名参加でした。参加後には研修で学んだ
知識、技術を病棟へ広めてもらうための学習会を開
催しました。今後も固定チームナーシングを充実さ
せ、スタッフ個々が役割を持ち日々業務改善に取り
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組んでモチベーションを高められるよう努力してい
きたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　（文責：長澤恵美子）
5東ナースステーション
　当病棟は、整形外科・糖尿病・眼科の混合病棟で
す。整形では主に大腿骨頚部骨折、変形性膝関節症
などによる人工関節置換術。眼科では白内障手術、
糖尿病では教育入院、インシュリン導入目的の患者
様が入院されます。整形・眼科に関しては患者層の
高齢化により認知症の患者様が多く、家族を含め安
全安楽を考慮した関わりに努めています。糖尿では、
患者様の疾患理解に向けスタッフ自ら学習を深め、
指導の充実を図っています。
　看護の質向上のため、より患者のニーズに合った
看護ケア提供を目的に、固定チーム継続受け持ち看
護制をとり、患者・家族参画型看護計画に取り組ん
でいます。
　全ての患者様に対し、入院当初より退院後の生活
を見据え情報収集を行い、不安なく退院を迎えられ
るよう医師、理学療法士、薬剤師、栄養師、MSW
などと連携をとり、援助を行っています。
　　　　　　　　　　　　　（文責：小熊佐智子）
5西ナースステーション
　5階西病棟は、外科・泌尿器科・皮膚科の混合病
棟であり、急性期看護を必要とする患者様、ターミ
ナル期療養の患者様が入院しています。ほぼ毎日手
術が実施されており、周手術期看護・ストーマケア・
泌尿器科におけるカテーテル管理など幅広い看護知
識が要求されています。
　質の高い看護の提供において、毎月の学習会の実
施、北海道ストーマリハビリテーション講習会への
参加、皮膚・排泄ケア認定看護師を講師とした学習
会を実施しましたが、看護師自身の満足度、患者様
からの評価、認定看護師からの評価を総合しても看
護の質が向上したと言えない結果でありました。
　平成20年度は、新人看護師研修におけるローテン
ション研修が実施され、新人看護i師はもとより、受
け入れ、指導にあたった、係長はじめスタッフの協
力のもと、無事終了し大きな成果が得られました。
　在宅での療養、外来化学療法の患者様に対して、
プライマリー看護師が中心となり退院カンファレン
スの開催、外来看護師への情報提供、関係各部署へ
の調整など数例ではありますが実践することができ
ました。
　この一年間、大きなアクシデント報告がなく、安全に
対するスタッフの意識や危険予知能力がアップして
きていると感じます。
　次年度は、昨年同様、学習会の開催や患者の事例
検討の実施、引き続き皮膚排泄ケア看護師からのス
トーマケア指導をうけ、看護師自身の看護における
満足度が向上し、看護に対するよい評価が患者様か
ら得られるような看護を実践していきたいと思いま
す。
　　　　　　　　　　　　　（文責：高橋　栄子）
透　析　部
　平成20年度の透析件数は10534件と、19年度を下
回る結果となりましたが、17年度以来の1万件突破
は果たす事が出来ました。
　年間の透析導入件数は45件であり、地域のセンター
病院としての役割を担う事ができたと考えています。
また、サテライト病院とも協力し、新札幌腎臓病勉
強会を共催するなど、スタッフの育成にも力をいれ
て、取り組んでまいりました。
　院内でも出張や特殊透析の依頼には迅速に対応で
きるよう、トレーニングをつみ、またマニュアルの
適宜改善など、質の良い透析治療を受けて頂けるよ
うに努力しました。
　また、透析看護の質の向上にむけた取り組みとし
て、栄養チームを立ち上げ、透析患者様の栄養評価
や、季刊誌の発行を行い、学会発表に繋げることが
できました。この活動は非常に重要で、今後も継続、
発展をしていきたいと考えています。
　21年度の透析センター化へむけての準備を進めて
きた1年でしたが、透析件数の増加に伴う業務の煩
雑化や、安全・患者サービスの低下を招かないよう
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に、医師・看護師・栄養士・ME技師・事務員全員
がよりよいチーム医療を提供していきたいと思いま
す。
　　　　　　　　　　　　　（文責：本山　博恵）
手術部・材料部
　2008年は次期機能評価に向けて、環境の整備・マ
ニュアル見直し・業務整理などを中心に行いました。
2009年は手術部と材料部が一緒の部署になり、看護
師、看護助手が部署の壁を無くしお互いの業務の協
力体制が自然に出来るよう努力をしています。手術
部では第一は事故のない安全な手術を行う事です。
材料部においても安全な医療器材を提供し、院内の
医療材料の把握を行い経済効果を上げる事だと思い
ます。医師、看護i師、助手、ME部がよりいρそう
連携を深め、チームワークを取れるよう努力してい
きたいと思います。
　　　　　　　　　　　　（文責：佐々木まり子）
検　査　部
　こんにちは、検査部です。
　検査部は2階の奥まった所に位置しているためか、
生理検査目的でいらっしゃる患者さんがたびたび迷
子になります（困っている患者さんを案内してくだ
さる他部署の方々、ありがとうございます！）。健
診センターと間違う受診者の来訪も多くみられます
が、接遇に力を入れている検査部ですから、丁寧に
ご案内しています。
　さて、日本の高齢化問題は深刻ですが、検査部も
同様の問題を抱えています。
　数年前、平均年齢はアラフォーに近く、圧倒的な
女性上位を誇っていたために、M副院長から“高齢
美女軍団”と命名されました（恒例美女軍団だと良
かったのにね！）。その後、将来の検査部を背負っ
て立つ3人の新人の加入もあり、見事に平均年齢を
下げてくれましたが、高齢という言葉を撤収しても
らえるまでには至らず、美女と称するにも限界が来
たためか？最近では“高齢軍団”に変更されていま
す（ちなみに、高齢軍団だから奥まった所に幽閉さ
れている訳ではありません…）。
　そして忘れてはいけないのは、検査部といえば、
推進会議でもおなじみ「PDCAサイクル」です。
柔らかい頭でアイデアを斬りだす者、年の功？で何
とか搾り出す者…など様々ですが、業務改善、経営
改善に対する熱意はみな同じです。
　高齢と言われようが、フットワークも軽く、気持
ちの平均年齢は他部門には負けないと思いますよ。
　今後も検査部をよろしくお願いします！
　　　　　　　　　　　　　（文責：宮本亜矢子）
放射線部
　平成20年度は放射線部にとって、大きな発展の年
でした。7月に64列CT装置、8月に血管造影装置、
そして9月にはDR多目的透視装置が導入されまし
た。いずれも最先端の装置であり活躍しております。
64列マルチスライスCTは心臓の冠動脈撮影が可能
で心臓冠動脈がはっきりと描出され心臓疾患の診断
に大きな力を発揮しております。また、600点が加
算され経営面にも寄与しております。16列CT装置
と2台を稼働させ、さらに多くの検査を受け入れる
ことが可能となっております。血管造影装置とDR
多目的透視装置は共にフラットパネルディテクター
を搭載しており、ノイズの少ない鮮明な画像を提供
しております。今後もこの最先端の装置を有効に使っ
て医療に貢献していきたいと思っています。
　技師長として永年にわたり放射線部を先頭に立っ
て引っ張って来られた薮野技師長が平成21年3月で
定年となりました。これまでの功績に感謝申しあげ
ます。4月からは私が技師長となり、微力ながらも
皆の力を借りて放射線部の発展のために、病院の発
展のために力を尽くしたいと考えております。
　　　　　　　　　　　　　（文責：相川　修二）
栄　養　部
　平成20年度は、後期高齢者退院時栄養・食事管理
指導料が新設されました。75歳以上の在宅に退院さ
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れる低栄養状態（アルブミン値が概ね3．5mg／dl以下
の者もしくはBMIが概ね18．5kg／㎡未満の者又は医
師が低栄養状態にあると認めた者）にある患者が対
象となり、今までの栄養食事指導に加えて実施いた
しました。栄養食事指導は、目標を達成（100．7％）
することができましたが、後期高齢者退院時栄養・
食事管理指導は127件の実施でした。
　また、平成18年度から地域連携を目指した取り組
みのひとつとして、転院の患者に地域共通の栄養管
理情報書を添付していますが、平成20年度の添付数
は138件で、そのうち返信が52件（38．5％）と年々
増加傾向にあります。
　給食管理では、給食受託会社が株式会社日総に変
更となりました。電子カルテと給食システムが連携
され、患者に安全でおいしい食事の提供を目指して
取り組んでいます。
　○学会発表ならびに講演は11演題、著書および学
　　術論文は5演題
　○調理技術勉強会の開催および患者食事アンケー
　　トを各1回開催
　○新さっぽろ栄養士連絡会を6回開催
　O受託会社向け給食業務勉強会を4回開催
　今後も栄養管理・給食管理ともに自己研磨にっと
め、チーム医療の一員として積極的に活動していき
ます。
　　　　　　　　　　　　　（文責：中川　幸恵）
　　　　　　　　薬　剤　部
　平成20年度は、薬剤管理指導業務の強化に伴う患
者サービスの向上とチーム医療への貢献を図ること
に重点を置くとともに、プレアボイドの充実による
薬害防止並びに医薬品に関する情報の伝達と医薬品
の適正使用・適正管理への推進を行い、医薬品安全
管理においても責務を果たすよう努力したと考えて
いる。また、がん化学療法レジメンのフォーマット
統一と電子カルテへの稼動に向け努力をし、その成
果が年度内に達成された。さらに、処方チェック・
副作用モニタリング・服薬指導シート等を実施し、
緩和ケアでの処方設計においても医療チームへの貢
献も果たせたと考えている。
　注射薬一回量調剤の実施については、注射薬自動
払出システムの稼働に向け11月16日より機器調整・
作業確認を行いっっ5南西病棟より試行を開始し、
病棟の試行拡大と見学受入も行い、12月8日から本
稼働した。約3ヶ月という短期間での稼働は、薬剤
部全員が結集した結果といえる。注射薬一回量調剤
は、医薬品安全管理と看護師業務軽減の面から見て
も貢献していると思われる。
　薬剤部内での業務連携と各部門との連携を図るう
えでの部員会（7回）・勉強会（5回）を実施し、
業務成果として、学会等への発表9演題、学会誌へ
の投稿2編を行った。また、日本病院薬剤師会・関
連学会が認定するがん・感染制御・妊婦授乳婦など
の専門薬剤師養成を目ざし、部員が研修会・学会へ
参加し自己研鐙に努めた。
　薬剤師養成のための薬学教育への取り組みとして、
長期実務実習の指導を行う認定実務実習指導薬剤師
の養成を推進し、均質で質の高い病院実習ができる
体制整備の準備段階に入った。実習生は、薬科大学
4年生：4名、薬科大学1年生：16名、薬学大学
院生：2名を受け入れた。
　薬・薬連携では、お薬手帳を介した保険薬局との
患者情報の共有化を進めるために退院時薬剤情報提
供書をさらに強化推進し、持参薬に関する情報の共
有化も推進した。
　薬剤師の専門性をフルに発揮し医師、看護師など
の業務を担い薬剤師業務の裾野を広げるための新し
い業務展開を積極的に取り組む必要があると考えて
いる。しかし、持込薬調査において1件当りの薬剤
数増加・サプリメント等の増加による調査時間、注
射薬一回量調剤（注射薬自動払出システム）の実施
による業務時間、化学療法レジメン業務時間などの
業務量増加による薬剤師労働力の問題解決が課題で
ある。
　主な薬剤部統計を示すと、薬剤管理指導件数：
4，198件、退院時加算件数：1，281件、TDM業務件
数：676件、外来患者薬剤情報：480件、持込薬管理
表作成患者数：2，626人、無菌製剤処理件数：8，957
件、外来化学療法加算：1，279件である。
　今後も医薬品の適正使用と安全管理、患者への服
薬指導等の情報サービスに重点においた業務は、薬
剤部が目標とする永遠のテーマであると考える。
　　　　　　　　　　　　　（文責：竹本　　功）
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　いつもお世話になっております。医事課です。平
成20年度は医療連携室を含む総勢42名で活動して参
りました。
　内容は、診療報酬請求業務の他、会計窓口を除く
窓口業務、連携室による医療相談・医療連携業務、
退院会計、統計報告を行っています。毎月！0日まで
の保険請求のために、日々入外の診療内容を確認し、
返戻・査定がないよう点検します。平成20年度大き
く変わったこととしては、この診療報酬請求の点で、
医師によるレセプト点検時間の減少が挙げられます。
科によって若干異なるものの、事務員のレセプト点
検に重きを置き、特に症状詳記等医師に依頼すると
いう体制が確立されました。医事課では、今後も先
生方の負担軽減を図るとともに、請求業務期間を短
縮しスピーディに請求を終え、職員の皆様の知識・
技術を正しく請求していく次第です。
　また、医事課は事務局の中では患者さんと直接接
する機会が多い部署であります。患者さんがロビー
へ足を踏み入れた際、明るい・親しみやすい・わか
りやすい、といった雰囲気が伝わり、診療以外の面
で患者さんをサポートできるよう心がけていきます。
　　　　　　　　　　　　　（文責：渡邉　彰美）
医療情報管理室
　2006年5月に電子カルテが稼働して、早2年が過
ぎました。当院の電子カルテは「ノンカスタマイズ
型」で、ユーザーの自由な機能追加・変更を受け入
れない販売形態の製品です。しかし、電子カルテの
機能が、医療環境の変化に遅れるようでは困ります。
そのため、毎年、レベルアップした機能が業者から
提供され、本年度は、「診療カレンダー」、「レジメ
ン機能」がメインに改善されました。現在、レジメ
ン運用に向けた検討がなされております。また、も
う一つ、おおきな前進は、コニカ画像管理システム
の大容量無停電装置の導入でした。導入以前は、数
分の停電のために、3時間程使用できなくなってい
ましたが、これも解消されました。これで当院の電
子カルテと画像管理システムという2大基幹システ
ムのサーバーとネットワーク網の無停電化が完了し
ました。
　しかし、電子カルテの機能だけでは、完結できな
い事案は多く、「情報システム特別部会」にて、鋭
意検討が重ねられております。その意味で、電子カ
ルテに制御されるのではない利活用を目指して、創
意工夫と試行錯誤を根気よく続けていく必要性を感
じます。電子カルテは、患者と医療側を結ぶ情報を
共有するツールです。これからもチーム医療に欠か
せぬツールとして、医療現場が透過的に利用できる
環境整備に贈進したいと思います。
　　　　　　　　　　　　　（文責：佐藤　正幸）
庶　務　課
　庶務課は管理者、医局、看護局の庶務業務、図書
室業務を含め現在、正規職員6名、パート職員2名
の計8名で管理棟に配置され人事関連・給与関連・
管理対応・福利厚生・文書管理・電話対応等々、様々
な業務を行っております。隣室には新しく研修医の
医局もできました。
　4月1日置辞令交付、新入職員オリエンテーショ
ン。63名の新入職員の方全員が、遅刻せずに講義室
に集合してくれるかと、心中不安を覚えながらも新
入職員の皆様を信じ、お迎えし、庶務課の平成20年
度がスタートしました。
　5月1日は恒例となった病院運営推進会議がサン
ピアザ劇場で開催されました。テーマは「経営改善」
と「チーム医療」ということで各所属長からの今年
度の目標が示されました。平成17年から開始してお
ります評価制度では今年度から医師職の方々におい
ては診療野釣の目標設定となりました。
　6月12日には無駄な経費の削減を図ることを目的
に「経費削減プロジェクト」が発足され、不必要な
電灯は消すようになりました。温度計・節電シール・
コピー用紙の両面使用、プリンター用紙の裏面使用、
印刷機の使用など。職員一人一人のコスト意識が高
くなりました。
　9月20日は今年で44回目の東北・北海道地区社会
保険病院球技大会が当院の当番で美香保体育館で開
催されました。当院からは女子バレーと男女卓球チー
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ムの参加でした。選手も実行委員の私たちも手に汗
した一日でした。
　10月16日念願でありました患者さん向けの院内図
書コーナー「北辰文庫」を開設しました。職員の皆
様にご等付いただいた書籍もたくさん並んでおりま
す。ご協力ありがとうございました。他にもたくさ
んの行事がありました。
　1月には毎年の職員の健康診断の実施を呼びがけ
ました。次年度は健診センターとタイアップし、内
容の見直し、精密検査の受診促進と健康管理の重要
性を再認識させられた年でもありました。
　庶務課は業務内容も他部署に属さない業務を担当
しております。
　チーム医療の一員として今後も努力してまいりた
いと考えております。ご協力をお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　（文責：内山　佳子）
時間帯に1ヵ月半の工程で実施されました。これら
は、常用発電機の運転によるコージェネレーション
（電気と熱の併給）と不足分を北海道電力から購入
する系統連携方式から北海道電力の買電のみによる
方式への転換です。これらの転換工事の主たる目的
は低コストによる電気の供給と、発電機を運転維持
するためのさまざまな機器の停止による省電力といっ
たメリット（平成19年度比マイナス8％の電力量の
削減）を実現するために実施しました。
　今後は、各部署と連携して省エネルギーを効果的
に推進するために省エネルギーの発信元として病院
に貢献してまいりますので宜しくお願い申し上げま
す。
　　　　　　　　　　　　　（文責：齋藤　孝樹）
サービス部
中央監視室
　監視室は開院以来、院内の電気、蒸気、水などを
安全に供給することと、それらの設備を維持管理及
び運用する保全（安全の確保）業務を中心に実施し
ております。
　近年は、光熱費に係わるコスト低減の企画並びに
実行電気、空調、配管等及び営繕工事ついても積極
的に取り組んでおります。
　更に、平成20年度からは、国の省エネルギーに関
する施策により、当院は第2種エネルギー指定工場
（電気、熱エネルギーの使用量が原油換算値にて年
間1500キロリットル以上の使用がある施設）に指定
されたことにより、毎年、省エネルギーに関する取
り組みを実施したうえで（毎年、前年度比1％以上
のエネルギーの削減）その内容を報告する義務が生
じております。現段階では監最高にて省エネルギー
に関する企画を立案実行しておりますが、今後は、
病院全体で省エネルギーに関する計画を立案した上
で、それらを効果的に実施しなければ毎年1％を達
成することは難しいと考えます。
　監視室にとって平成20年度は、電源の供給方法を
変更するといった大きな工事（非発化工事）があり
ました。停電を伴う為、工事は主に深夜から早朝の
1．外来駐車場の管理機器及び精算機器の設置から
　10年が経過し、故障等の頻度が高くなってきた事
　から、リースシステムによる更新を行いました。
2．病室のカードシステムテレビの更新を機会に床
　頭台、オーバーテーブルを刷新し、また従来、冷
　蔵庫はロッカー型式だったが、各病床に設けるな
　ど患者様の利便性とアメニティーの向上を図るこ
　とが出来たのではないかと思います。
3．産科病棟の再開に伴って産科用品及び新生児用
　紙オムッなどの販売を開始しました。
4．定期的な催事を以前から希望していたなか、業
　者がなかなか見つからずにいたが、岩見沢のべ一
　カリーショップ「モン．パリ」と交渉の結果、毎
　週水曜日に販売してもらえる事になり、菓子パン、
　調理パン、点食などの多数の商品を約3時間売店
　前で販売を実施する事ができました。
　この催事は大変好評で初回は約150名ほどの利用
があり大盛況でした。現在も院内外の多くの方々に
ご利用頂いています。
　以上が主な事業内容ですが、今後も利用される皆
様に親しまれるサービス部を目指して職員一同努力
してゆきたいと思いますのでよろしくお願い致しま
す。
　　　　　　　　　　　　　（文責：松田　　實）
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　平成20年4月、健康診断に大きな変化がありまし
た。
　いままで生活習慣病予防健診で一般健診として、
病気の早期発見が主だったのが、肥満からくる成人
病の予防を主に置いた「特定健康診査（メタボ健診）』
が始まりました。
　健診の内容で大きく変わったのは、問診内容が一
律22項目決められており、一般健診に比べて「胃バ
リウム・胸部撮影・心電図」といった検査がなくなっ
たことです。さらに、結果によっては保健指導を受
けなければなりません。各事業主に職員に健診を受
けさせなければならない義務も生じました。被扶養．
者や国民健康保険本人には受診券が発行されます。
受診券をお持ちであれば、当センターと契約をして
いない組合でも受け入れることになります。受診券
が発行されるまでに2～3ヶ月はかかるため、7月
以降の受診を考えております。札幌市すごやか健診
を受けていた方は、すべて特定健診に変わり、受け
るときには受診券が必要です。
　その他、全国的に統一した健康診断なので、健診
結果データは電子媒体で、請求先の「北海道国民健
康保険団体連合会」と「北海道社会保険診療報酬支
払基金」に提出することになるため、システムの変
更をしなければなりませんでした。期間があまりな
く、国からの指示がぎりぎりに変更されるため、受
診者を受け入れていきながら、システムを直してい
く状況です。システム変更については、各健診機関
に任せられているため、大きな経費がかかります。
　さらに特定健康診査は5，250円で、一般健診
21，000円に比べ単価が低く、収入の大幅なダウンを
覚悟しなければなりません。
　平成20年度はスタートからとても厳しい状況です
が、今後の対策として、特定健診と一緒に受けてい
ただけるようにオプション検査の内容や価格を見直
し、保健指導を院内や新規契約の組合にも広げるな
ど、今後も様々な取り組みを考えております。
　　　　　　　　　　　　　（文責：吉川　昌代）
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